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　目的　　社会の情報化が進むにつれ、各学校でもコンビ3. －タを利用した教育が本格的

に実施され、パソコンの設置台数も大幅に増加し、ハード面はかなり充実してきている。

しかし、ソフト面および指導者については慢性的な不足状態が続いており、１部の教員の

過璽負担やソフトの画一性等の問題が生じている。特にC A I教材については量、質とも

に市販ヽノフトでは対応できず、現場の教員自らがソフトを作成せざるをえis い場合が多い。

我々はこれまで家政系基礎情報教育の授業を担当し、家政系の基礎情報教育で必要とされ

る各種ソフトの活用およびプログラミングについて実習してきたが、今年度はC A Iソフ

トの作成を実習に組み込み、教育現場の現状や二－ズに合わせた体験学習を試みた。

　方法　　C A I 教材ソフトのプログラムは、簡単なものでもプログラミング知識がかな

り必要になるので、まず、現在教育現場で使われているC A Iソフトを教育ネットワーク

･> 7.テムを利用して学生にデモンストレージaン提示し、具体的なC A Iソプトづ< りの

手がかりをあたえ、さらに電子メールシステムによりC A I プログラムの見本を各学生に

転送し、プログラムのヒントを与えた。

　結果　　教育現場で使われているC A Iソフトのデモンストレージ・ン提示は、学生に

C A Iの具体的なイメージを与えることができ、電子メールで送った見本プログラムを参

考にして全員がC A I教材を作成することができた。具体的なC A I教材を作成させるこ

とにより、プログラミングはもちろん教材研究や教授法についても学ばせることができた。

2 Hp-12 牛活情報の考え方とその教育
- 短大における実践例を中心に

　【結果】　学生のコメント等から・多くの情報には裏がある事がわかった

を読むようになったという現象面ばかりでなく、情報を読む視点が変わる

要性の認識など内面の変化が読み取れた。
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【目的】　情報教育が教育の場で注目されている。家政系においては、それは生活情報の教育

といった側面を持つ。その捉え方には次の二つの立場がみられる。（1）情報化社会の影響が生活

の場にも及び、それに対応できる能力を育成する。（2）伝承・口コミなどによる生活情報を科学

的に分析し、伝達の場や方法に情報科学の手段を用いる。しかし、そのいづれもが対症療法的

である。そこで我々は、生活情報を次のようにとらえた。　「生活者か、あらゆる生活環境を

コーディネートし、生活を最適化するために、収集・分析・整理し、発信するインタラクティ

ブな情報」、つまり生活者の問題解決に役立つ情報、及び情報活用である。あくまでも、生活

者に主体的に役立つ技術や能力である。この観点が家政系における情報教育には必要である。

　【方法】　生活情報の教育には、次の要素がある。（1)情報処理教育……手段・技術の習得（アプ

リケーションソフトなど）（2）情報活用演習……応用技術習得（具体的問題解決）（3）生活情報論

……情報活用能力育成（情報的に豊かな生活を送る為に）高等教育では、この３本柱に分けられ

て授業されるであろう。Wは、いわゆる情報処理の教育でもカリキュラムに注意すれば可であ

る。しかし（2）3）は、家政系独自のカリキュラムが必要となる。

　我々はこの考え方で実践をおこなってきた。例えば（3）生活情報論については、文教短大生活

科学及び服飾専攻において「生活工学」講義で、情報の捉え方、生活における情報活用能力、

自己実現と生活情報などを事例を交えながら授業を行っている。

・新聞の国際経済

・個性的生活の必


